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【  特　集  】

マイクロ流路の作製技術
マイクロ流路デバイスは，樹脂やガラスなどの基板に微細な流路を形成し，液体や液体中を流れる微粒子をマイクロス

ケールで自由自在に混合・分流することが可能な装置である．チップ型の機能部品で，創薬やヘルスケア、微少量の化学
合成，遺伝子解析などへの幅広い応用が期待されている．一般的に幅または深さ1mm以下のマイクロスケールで形成さ
れ，ごく少量のサンプルで実験や分析を行うことができる．さまざまな流路形状が開発され，試験内容に応じて適切な流
路が選択されている．作成方法にはさまざまな手法があり，本特集では，各種マイクロ流路の作製技術を解説いただく．

〔特集１〕　 ガラスモールディング工法によるマイクロ流路
の作製技術

〔特集５〕　 Si/COP 水蒸気プラズマ接合によるMEMS
マイクロ流路

〔特集２〕　 Ni電鋳金型を用いたマイクロ流路の作製技術

〔特集３〕　 フォトリソグラフィを応用したマイクロ流路作製
技術
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